
コンソーシアム名 気仙沼市ＩＣＴ拠点整備コンソーシアム

コンソーシアム
参加機関名

（下線は代表機関）

気仙沼市、気仙沼商工会議所、本吉唐桑商工会、気仙沼信用金庫、株式会社ＬＡＳＳＩＣ、株式会社Ｒ＆Ｐ ＣＯＮ
ＳＵＬＴＩＮＧ、タイムカプセル株式会社

地方移動者数 従業員：６人 個人：１人 地元ワーカー数 従業員：3人 個人：未定

事業概要

市内学校跡地施設である旧気仙沼市立小原木中学校校舎を改装整備し、都市部からの進出企業、起業創業者等の事業拠
点とする。これによって都市部からの企業進出やＵＩターン者・地元在住者による起業・創業を円滑化することで、職種の幅を広
げ、人口減少への対応、新産業の創出を行う。また、本事業で整備する拠点を、当市における新産業創出の拠点として位置づ
け、ＩＣＴ産業やシェアリングエコノミーなどの新たなビジネスが将来にわたって生まれ続けるための原動力とする。

平成29年度予算ふるさとテレワーク推進事業
復興ＩＣＴ拠点整備先導プロジェクト

宮城県気仙沼市（宮城県気仙沼市）

【ＵＩターン促進】

入居を案内

人材プール
形成

都市部で研修を実施
（起業・創業希望者向け）

地方をビジネスチャンスと
捉えて起業したいなぁ

ここを拠点に、ＩＣＴ、シェアリングエコノミー、
マーケティングなどを活用した新産業を創出

テレワーク拠点を整備
気仙沼・本吉地域における新産業創出の
拠点として位置づけ

①進出企業拠点、②創業拠点、③コワー
キングスペース

旧気仙沼市立小原木中学校校舎を整備し、
拠点オフィス化

①廃校舎をオフィス仕様に改修（ＯＡ床、壁
紙、冷暖房、デスク、パーティション）

②インターネット環境の導入、ソフトウェアの
購入

地方創生、震災復興に貢献したいなぁ
自然と共生する働き方をしたいなぁ

【ＵＩターン促進】

企業進出
社員ＵＩＪターン

都市部に拠点を有する企業

宮
城
県
庁誘致

活動

新しい分野の仕事がしたいなぁ

【Ｕターン、労働
力人口増大】

地元雇用も創出
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整備した拠点の概要

整備完了後の取組内容の概要

名称：⼩原⽊ＩＣＴ拠点（仮）
住所：宮城県気仙沼市唐桑町舘６８
ｱｸｾｽ：ＪＲ気仙沼駅から⾞で２０分。宮城県の北東端に位置した⾵光明媚なロケーション。
利⽤対象：ＩＣＴ企業⽤サテライトオフィス５室（１０名収容）、ＩＴ⼈材育成⽤コワーキングスペース１室（２４名収容）
業務内容：市内学校跡地を改装整備し、都市部からのＩＣＴ技術を利⽤する企業、起業創業者等の事業拠点とする。

1

拠点の運営計画
本拠点では補助事業終了後も施設の運営を継続し、新たな⼊居企業の募集を⾏い、利⽤者の増加を図る。その際、宮城県とも連携し、必要に応じて気仙
沼市担当者も都市部企業に対して折衝を⾏う。
また、シェアリングエコノミーをはじめとしたビジネスチャンスの創出やＩＣＴ教育の成果として事業を拡⼤・開始する者、さらに⼊居企業から独⽴を⽬指す者、当
市創業補助⾦を活⽤して市外からＵＩＪターンして創業する者に対しても、⼊居を促す予定としている。

地⽅移住者数や地元ワーカー数の年度ごとの⽬標⼈数等
区分 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度以降

市外からの移住者 ２⼈ ０⼈
⻑期出張者 １⼈ １⼈
地元ワーカー ３⼈ ３⼈

平成29年度予算ふるさとテレワーク推進事業
復興ＩＣＴ拠点整備先導プロジェクト

宮城県気仙沼市（宮城県気仙沼市）

気仙沼市 小原木ＩＣＴ

校舎跡地２階に整備

２階がＩＣＴ拠点



（参考①）整備した拠点について
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企業の部屋 企業の部屋

空間共有システム（テレビ会議システム）を用い、
地方のクライアントや支店との戦略会議を予定

各企業が独自のインターネット回線を引き込
み、ＩＣＴ事業を営む

これまで、気仙沼市にはなかったＩＣＴ企業を
誘致することで、子どもからシニア世代にＩＴ
人材育成講座を開催する。

入居するＩＴを活用したマーケッティング企業
と市内の事業者とのマッチング会議を開催
し、既存事業のさらなる発展を目指すクリエ
イティブスペースとして活用する。


